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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期
第３四半期
連結累計期間

第71期
第３四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自2017年５月１日
至2018年１月31日

自2018年５月１日
至2019年１月31日

自2017年５月１日
至2018年４月30日

売上高 （百万円） 16,270 16,319 21,294

経常利益 （百万円） 616 623 601

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（百万円） 271 △1,390 297

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 277 △1,429 403

純資産額 （百万円） 12,519 11,021 12,652

総資産額 （百万円） 30,340 28,750 31,046

１株当たり四半期純利益又

は１株当たり四半期（当期）純

損失（△）

（円） 28.87 △147.42 31.54

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 28.73 - 31.39

自己資本比率 （％） 41.3 38.3 40.8

 

回次
第70期
第３四半期
連結会計期間

第71期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2017年11月１日
至2018年１月31日

自2018年11月１日
至2019年１月31日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） 10.47 △169.36

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第71期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善による個人消費の回復など

により、緩やかな回復基調が続きました。一方、相次いで発生した自然災害の影響、人手不足やそれに伴う労務コ

ストの上昇、米国の通商政策に伴う貿易摩擦の影響、中国や新興国の景気減速などが懸念され、依然として先行き

は不透明な状況が続いています。

ホテル業界におきましては、新規ホテルの開業や民泊の広がりなどによって競争環境が激化し、また、自然災害

による影響が一部地域であったものの、政府の観光立国推進に向けた政策を背景に訪日外客数は引き続き増加し、

日本政府観光局（JNTO）によると、2018年の訪日外客数は3,119万人となり、統計開始以降で過去最高を更新する

など、宿泊部門を中心に概ね堅調に推移しております。

このような経営環境の下、当社グループは、第２次中期経営計画に基づき、長期持続的な成長と事業基盤の拡大

のための取組みを進めております。当第３四半期連結累計期間では、2018年５月に大阪ビューホテル本町を開業

し、当社グループとして関西地区への初進出を果たしました。また、既存事業所の更なる安全・安心の追求とし

て、大型機械・設備の計画的な更新を進めている他、今後の新規ホテル開業による事業基盤の拡大も見据え、中長

期的に安定した労働力を確保することを目的として、人材の登用、育成を強化するための人事制度改革、働き方改

革への準備、外国人労働者の活用等に取り組んでおります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は高崎ビューホテルを前連結会計年度に事業譲渡した影響や遊

園地事業の減収などがあったものの、浅草ビューホテルが前連結会計年度に行った改修工事に伴う22日間の全館ク

ローズといった施策上の影響もなくフル稼働したことや大阪ビューホテル本町の新規開業があったことなどによ

り、16,319百万円（前年同期比0.3％増）となりました。営業利益は大阪ビューホテル本町の開業費用の計上や人

件費、販売費、一般管理費の増加などがあったものの、売上総利益の増加により、657百万円（前年同期比3.8％

増）、経常利益は623百万円（前年同期比1.2％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純損失は連結子会

社である那須興業株式会社が保有する固定資産の減損損失を特別損失に計上したことなどにより、1,390百万円

（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益271百万円）となりました。

 

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

セグメントの

名称

売上高
セグメント利益又は損失

（営業利益又は損失）
減価償却前営業利益(*）

前第３四

半期連結

累計期間

（百万円）

当第３四

半期連結

累計期間

（百万円）

前年

同期比

増減額

（百万円）

前第３四

半期連結

累計期間

（百万円）

当第３四

半期連結

累計期間

（百万円）

前年

同期比

増減額

（百万円）

前第３四

半期連結

累計期間

（百万円）

当第３四

半期連結

累計期間

（百万円）

前年

同期比

増減額

（百万円）

ホテル事業 13,926 14,095 169 529 671 141 1,604 1,765 161

施設運営事業 1,341 1,347 5 34 39 5 51 56 5

遊園地事業 1,078 940 △137 62 △62 △125 140 13 △126

合計 16,346 16,383 37 626 648 21 1,795 1,835 39

調整額 △75 △63 12 6 8 2 6 8 2

連結数値 16,270 16,319 49 633 657 23 1,802 1,844 41

(*）減価償却前営業利益＝営業利益＋減価償却費
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①ホテル事業

ホテル事業では、2018年５月に大阪ビューホテル本町を開業し、事業基盤の拡大を図りました。営業部門別の状

況としては、客室部門では、前連結会計年度に行った札幌ビューホテルでの客室61室の新設増室が業績に大きく寄

与しました。また、引き続き拡大傾向にある訪日外国人旅行者の集客に注力した結果、業績は好調に推移いたしま

した。一方、自然災害の影響により、大阪ビューホテル本町、札幌ビューホテル大通公園においては、集客、利用

単価ともに当初の計画より業績を押し下げる結果となりましたが、当第３四半期会計期間においては回復基調で推

移しております。婚礼・宴会部門では、前連結会計年度に行った婚礼・宴会の売上構成比が高かった高崎ビューホ

テルの事業譲渡が減収の要因となりました。また、宴会は堅調に推移いたしましたが、婚礼は前連結会計年度後半

からの集客減少の影響により苦戦いたしました。婚礼の営業に関しては、そのリソースを浅草、成田、秋田の３事

業所に集中させ、業績の回復を図っております。レストラン他部門は、前連結会計年度に実施した浅草ビューホテ

ルや札幌ビューホテル大通公園のレストランリニューアル効果などにより、順調に推移いたしました。経費面で

は、人手不足への対応として、安定した労働力の確保のために採用を強化したため、外注人件費は低減したもの

の、業務委託料が増加したこともあり、人件費が増加しております。

これらの結果、売上高は14,095百万円（前年同期比1.2％増）、営業利益は671百万円（前年同期比26.8％増）と

なりました。

 

　ホテル事業の主要な指標は以下のとおりであります。

（ホテル施設概要）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年１月31日現在

 総客室数

(室)

宴会場数

(室)

宴会場面積

(㎡)

結婚式場数

(ヶ所)

料飲施設数

(ヶ所)

浅草ビューホテル

成田ビューホテル

秋田ビューホテル

伊良湖ビューホテル

両国ビューホテル

札幌ビューホテル大通公園

大阪ビューホテル本町

ホテルビューパレス

326

490

187

147

150

347

170

40

12

20

8

6

4

5

－

－

2,801

2,532

2,070

729

304

1,294

－

－

2

3

2

1

－

－

－

－

8

6

4

4

2

2

1

2

※料飲施設数には、レストラン、バー、ラウンジ、パティスリーの店舗数を記載しております。

※総客室数、宴会場数、結婚式場数および料飲施設数には、改装工事中等のものも含まれております。

 

（販売実績）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における販売実績は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

(百万円)

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

(百万円)

前年同期比

(％)

《ホテル事業》

婚礼・宴会

客室

レストラン他

（主要な事業所）

浅草ビューホテル

婚礼・宴会

客室

レストラン他

 

5,301

4,592

4,031

 

 

2,642

1,528

1,452

 

4,707

5,279

4,108

 

 

2,630

1,742

1,675

 

88.8

114.9

101.9

 

 

99.6

114.0

115.4

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の金額は、事業セグメント間取引消去前の金額であります。
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（収容実績）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における収容実績は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

(人)

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

(人)

前年同期比

(％)

《ホテル事業》

婚礼・宴会

客室

レストラン他

（主要な事業所）

浅草ビューホテル

婚礼・宴会

客室

レストラン他

 

582,470

716,653

1,212,454

 

 

192,162

162,061

370,770

 

521,377

816,794

1,345,860

 

 

209,280

183,840

455,796

 

89.5

114.0

111.0

 

 

108.9

113.4

122.8

 

（平均利用単価）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における平均利用単価は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

(円)

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

(円)

前年同期比

(％)

《ホテル事業》

婚礼・宴会

客室

（主要な事業所）

浅草ビューホテル

婚礼・宴会

客室

 

9,102

6,409

 

 

13,750

9,434

 

9,030

6,464

 

 

12,570

9,481

 

99.2

100.9

 

 

91.4

100.5

※平均利用単価は、収容実績（人数）の合計により算出した１人当たりの単価であります。

 

（客室稼働率）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における客室稼働率は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

(％)

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

(％)

前年同期比

(％)

《ホテル事業》

（主要な事業所）

浅草ビューホテル

85.4

 

81.8

88.3

 

91.2

103.4

 

111.4

※客室稼働率（％）＝稼働客室数÷総客室数×100

※客室稼働率は、改装工事等により販売が不可能であった客室も含めた総客室数を分母として算出しております。

 

②施設運営事業

施設運営事業では、ぎょうけい館等のリゾート施設では、団体の集客が伸び悩みましたが、インターネットでの

宿泊プランの更なる充実を図り、個人の集客を強化いたしました。

これらの結果、売上高は1,347百万円（前年同期比0.4％増）、営業利益は39百万円（前年同期比14.9％増）とな

りました。
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（販売実績）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における販売実績は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

(百万円）

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

(百万円）

前年同期比

(％)

販売実績 1,341 1,347 100.4

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の金額は、事業セグメント間取引消去前の金額であります。

 

（収容実績および客室稼働率）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における収容実績および客室稼働率は次のとおりで

あります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

前年同期比

(％)

客室収容実績（人）

客室稼働率（％）

54,282

81.8

55,197

82.3

101.7

100.6

※客室収容実績および客室稼働率は、ぎょうけい館、グリーンパール那須、ホテルプラザ菜の花およびおくたま路

の合計です。

※客室稼働率（％）＝稼働客室数÷総客室数×100

※客室稼働率は、改装工事等により販売が不可能であった客室も含めた総客室数を分母として算出しております。

 

③遊園地事業

那須りんどう湖 LAKE VIEWでは、ビューホテル本社営業部の管轄・機能を拡大して、団体を中心とした集客を強

化するとともに、社外コンサルタントを導入し、新アトラクションの導入や新たなPR・広告手法を取り入れ、リ

ピーターを増やす戦略・戦術で立て直しを図っております。これらの施策は、販売料金体系の見直しも含め、将来

に向けた抜本的な利益体質への転換を目的として実行しておりますが、各施策が十分な成果につながらず、天候の

影響などもあり、集客に苦戦いたしました。また、広告宣伝費など一部販管費を第２四半期連結累計期間に集中的

に投下しておりますが、当第３四半期連結会計期間の各月において売上高が前年同期比で増加するなど、各施策の

効果も表れてきております。

これらの結果、売上高は940百万円（前年同期比12.8％減）、営業損失は62百万円（前年同期は営業利益62百万

円）となりました。

 

（販売実績）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における販売実績は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

(百万円）

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

(百万円）

前年同期比

(％)

販売実績 1,078 940 87.2

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の金額は、事業セグメント間取引消去前の金額であります。

 

（収容実績）

前第３四半期連結累計期間および当第３四半期連結累計期間における収容実績は次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　2017年５月１日

至　2018年１月31日)

(人）

当第３四半期連結累計期間

(自　2018年５月１日

至　2019年１月31日)

(人）

前年同期比

(％)

収容実績 293,342 228,856 78.0

※収容実績は、那須りんどう湖 LAKE VIEWの遊園地入園者数を記載しております。
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（2）財政状態の分析

①資産

当第３四半期連結会計期間末における資産の合計は、28,750百万円（前連結会計年度末31,046百万円）と、

2,296百万円減少いたしました。

うち流動資産は、4,998百万円（同5,081百万円）と、82百万円減少いたしました。これは、主にその他に含まれ

る未収消費税の減少によるものであります。

固定資産は、23,751百万円（同25,964百万円）と、2,213百万円減少いたしました。これは、主に減損損失の計

上による有形固定資産の減少によるものであります。

②負債

当第３四半期連結会計期間末における負債の合計は、17,728百万円（前連結会計年度末18,393百万円）と、664

百万円減少いたしました。

うち流動負債は、5,010百万円（同5,229百万円）と、218百万円減少いたしました。これは、主に未払消費税等

の増加があったものの、買掛金の減少によるものであります。

固定負債は、12,718百万円（同13,164百万円）と、445百万円減少いたしました。これは、主にリース債務の減

少によるものであります。

③純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の合計は、11,021百万円（前連結会計年度末12,652百万円）と、

1,631百万円減少いたしました。これは、主に親会社株主に帰属する四半期純損失の計上および剰余金の配当の支

払いによって減少があったことによるものであります。この結果、自己資本比率は、38.3％（前連結会計年度末比

2.4ポイント減）となりました。

 

（3）事業上および財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社および連結子会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変

更および新たに生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,000,000

計 37,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年３月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,730,425 9,730,425
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 9,730,425 9,730,425 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2019年３月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2018年11月１日～

2019年１月31日
－ 9,730,425 － 2,794 － 1,704

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2018年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

2019年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 297,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,430,300 94,303 －

単元未満株式 普通株式 　　2,525 － －

発行済株式総数 9,730,425 － －

総株主の議決権 － 94,303 －

 

②【自己株式等】

2019年１月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日本ビューホテル(株)
 東京都台東区

 西浅草３－17－１
297,600 － 297,600 3.06

計 － 297,600 － 297,600 3.06

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年11月１日から2019

年１月31日まで）および第３四半期連結累計期間（2018年５月１日から2019年１月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,749 3,583

売掛金 977 846

貯蔵品 207 194

未収還付法人税等 157 3

その他 989 371

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 5,081 4,998

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 13,079 12,573

機械装置及び運搬具（純額） 266 199

工具、器具及び備品（純額） 495 376

土地 5,611 4,821

建設仮勘定 396 20

リース資産（純額） 4,735 4,453

その他（純額） 0 －

有形固定資産合計 24,585 22,445

無形固定資産 46 38

投資その他の資産   

投資有価証券 56 44

長期貸付金 94 94

繰延税金資産 393 290

その他 889 939

貸倒引当金 △101 △100

投資その他の資産合計 1,333 1,267

固定資産合計 25,964 23,751

資産合計 31,046 28,750
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年１月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 904 276

1年内償還予定の社債 165 132

1年内返済予定の長期借入金 1,922 1,912

リース債務 326 375

未払金 1,244 1,366

未払法人税等 2 101

未払消費税等 58 466

賞与引当金 326 155

ポイント引当金 3 －

その他 274 223

流動負債合計 5,229 5,010

固定負債   

社債 88 38

長期借入金 7,632 7,632

リース債務 4,879 4,574

退職給付に係る負債 224 176

資産除去債務 43 42

長期未払金 164 123

その他 131 130

固定負債合計 13,164 12,718

負債合計 18,393 17,728

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,791 2,794

資本剰余金 1,711 1,714

利益剰余金 8,357 6,760

自己株式 △408 △408

株主資本合計 12,452 10,860

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 12 4

退職給付に係る調整累計額 191 167

繰延ヘッジ損益 △3 △11

その他の包括利益累計額合計 200 160

純資産合計 12,652 11,021

負債純資産合計 31,046 28,750
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2017年５月１日
　至　2018年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年５月１日
　至　2019年１月31日)

売上高 16,270 16,319

売上原価 3,825 3,517

売上総利益 12,444 12,802

販売費及び一般管理費 11,811 12,145

営業利益 633 657

営業外収益   

受取補償金 56 －

受取保険金 － 36

その他 55 69

営業外収益合計 112 106

営業外費用   

支払利息 109 100

支払手数料 1 －

支払補償費 － 29

その他 18 9

営業外費用合計 129 139

経常利益 616 623

特別利益   

固定資産売却益 23 －

投資有価証券売却益 3 －

特別利益合計 27 －

特別損失   

固定資産除却損 262 93

減損損失 － 1,727

その他 － 0

特別損失合計 262 1,822

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
381 △1,198

法人税、住民税及び事業税 21 70

法人税等調整額 88 121

法人税等合計 110 191

四半期純利益又は四半期純損失（△） 271 △1,390

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
271 △1,390
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2017年５月１日
　至　2018年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年５月１日
　至　2019年１月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 271 △1,390

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 11 △8

退職給付に係る調整額 △4 △24

繰延ヘッジ損益 － △7

その他の包括利益合計 6 △39

四半期包括利益 277 △1,429

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 277 △1,429
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年５月１日
至　2018年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年５月１日
至　2019年１月31日）

減価償却費 1,169百万円 1,187百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2017年５月１日　至2018年１月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2017年６月９日

取締役会
普通株式 208 利益剰余金 22 2017年４月30日 2017年７月11日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2017年１月12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得により、当第３四

半期連結累計期間において自己株式が160百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が408百万円

となっております。

なお、当該決議に基づく自己株式の取得につきましては、2017年７月24日をもって終了しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2018年５月１日　至2019年１月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2018年６月８日

取締役会
普通株式 207 利益剰余金 22 2018年４月30日 2018年７月10日

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年５月１日　至　2018年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ ホテル 施設運営 遊園地 計

売上高       

外部顧客への売上高 13,905 1,286 1,077 16,270 － 16,270

セグメント間の内部売上高

又は振替高
20 54 0 75 △75 －

計 13,926 1,341 1,078 16,346 △75 16,270

セグメント利益 529 34 62 626 6 633

（注）１　調整額は以下のとおりであります。

(1) 売上高の調整額は、事業セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益の調整額は、事業セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年５月１日　至　2019年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ ホテル 施設運営 遊園地 計

売上高       

外部顧客への売上高 14,084 1,295 939 16,319 － 16,319

セグメント間の内部売上高

又は振替高
11 51 1 63 △63 －

計 14,095 1,347 940 16,383 △63 16,319

セグメント利益又は損失 671 39 △62 648 8 657

（注）１　調整額は以下のとおりであります。

(1) 売上高の調整額は、事業セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント利益又は損失の調整額は、事業セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「遊園地事業」セグメントにおいて1,528百万円、「ホテル事業」セグメントにおいて199百万円の減損損失

を計上しております。
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（１株当たり情報）

　     １株当たり四半期純利益および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年５月１日
至　2018年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年５月１日
至　2019年１月31日）

(1) １株当たり四半期純利益又は１株当たり

四半期純損失（△）（円）
28.87 △147.42

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失

（△）（百万円）

271 △1,390

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益又は普通株式に係る親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）

271 △1,390

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,412 9,430

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

（円）
28.73 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整

額（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 45 30

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益の算定に含めなかっ
た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な
変動があったものの概要

－ －

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年３月13日

日本ビューホテル株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廿樂　眞明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 江下　　聖　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ビューホテ

ル株式会社の2018年５月１日から2019年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2018年11月１日から

2019年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年５月１日から2019年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ビューホテル株式会社及び連結子会社の2019年１月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

          

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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